
1992年出上の木簡
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富
山
・北
高
木
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
富
山
県
射
水
郡
大
島
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
島
町
叛
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
安
念
幹
倫

（富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ツ
タ
ー
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
祭
祀
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
八
世
紀
後
半
を
九
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
島
町
は
、
県
中
央
部
に
あ
た
る
射
水
郡
の
西
端
部
に
位
置
し
、
そ
の
町
域

は
、
庄
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
の
扇
端
部
に
広
が

Ｖ
　
　
る
。
当
遺
跡
は
、
市
街
地
か
ら

北
東

へ
一
・
五
血
の
北
高
木
地

区
、
北
隣
す
る
新
湊
市
と
の
境

界
に
あ
る
企
業
団
地
の
西
側
水

田
部
に
広
が
る
。
ま
た
、
企
業

団
地
の
南
側
に
は
荒
畑
遺
跡
が

山

あ
る
。
な
お
、
遺
跡
周
辺
は
標

鱈

高
三
ｍ
前
後
を
測
る
。

企
業
団
地
拡
張
に
先
立
ち
、

一
九
九
二
年
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。
確
認
し
た
遺
構
は
、
川
、
溝
、
井

戸
、
土
坑
、
柱
穴
で
あ
る
。

木
簡
は
川
跡
か
ら
出
上
し
た
。
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
横
切
る
よ
う
に
流

れ
る
川
跡
は
、
北
東
方
向

へ
約
四
〇
ｍ
進
ん
だ
後
、
南
東
方
向

へ
約
二
〇
ｍ
屈

折
し
、
そ
の
後
東

へ
延
び
調
査
区
外

へ
抜
け
る
。
こ
の
屈
折
は
自
然
の
蛇
行
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
川
幅
は
上
端
で
三
ぞ
五
ｍ
、
下
端
で
二
を

三
ｍ
、
深
さ
八
〇
ｍ
前
後
を
測
る
。
検
出
状
況
か
ら
当
時
こ
の
範
囲
内
で
幾
度

も
流
れ
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
遺
物
は
、
上
層
を
最
下
層
の
各
層
か
ら

出
上
し
た
。
特
に
屈
折
部
か
ら
以
西
で
は
、
川
底
に
貼
り
つ
い
た
状
態
の
も
の

が
多
く
、
木
簡
も
こ
の
状
態
で
出
土
し
た
。

主
な
共
伴
の
遺
物
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
人
形
、
斎
串
、
下
駄
、
加
工
木

製
品
な
ど
で
あ
る
。
須
恵
器
が
圧
倒
的
に
多
く
、
か
つ
大
半
は
杯
類
で
占
め
ら

れ
る
。
こ
の
中
に
は

「介
」
「丈
部
」
「表
万
呂
」
「表
」
「成
」
「大
」
「法
」
「秋
」

「中
」
「木
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
や
、
「廣
」
「
×
」
な
ど
の
ヘ
ラ
書
き

の
上
器
が
あ
る
。
ま
た
杯
蓋
の
い
く
つ
か
は
硯
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
多
量
の

土
器
に
ま
じ
っ
て
木
製
品
も
多
く
、
中
で
も
県
内
で
初
め
て
出
上
し
た
人
形
は
、

八
点
を
数
え
る
。

遺
物
は
、
奈
良
時
代
後
半
ぞ
平
安
時
代
初
頭
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
捨
て
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
遺
物
の

状
況
か
ら
、
川
に
水
は
あ

っ
た
も
の
の
流
れ
は
そ
れ
ほ
ど
早
く
な
く
、
よ
ど
み

の
状
態
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
遺
物
の
大
半
は
廃
棄
当
時
の



状
態
で
あ
る
と
み
で
い
る
。

川
の
北
側
に
は
、
直
径
九
〇
伽
、
深
さ

一
・
七
ｍ
を
測
る
円
筒
形
の
素
掘
り

井
戸
を
確
認
し
た
。
こ
の
中
か
ら
は
須
恵
器
、
曲
物
の
底
板
、
刀
子
が
出
上
し

た
。
刀
子
は
ほ
ぼ
完
全
な
も
の
で
刃
と
柄
の
接
合
部
は
、
撚
り
糸
に
よ
っ
て
巻

き
絞
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「甲
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（牌∞
〇
）
Ｘ
ド∞
Ｘ
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μ

0        5Cm(1/2)

人  形

ω
　
・
×
本
利
井
七
十
五
束
又
〔帥
酔
剛
定

。
　

□
□
□
＋
Ｉ
Ｋ
□
□

縁
単
〕

表
面
に
は
十

一
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「貸
し
付
け
た
稲
と
そ
の
利
息
分

を
合
わ
せ
る
と
七
十
五
東
。
ま
た
同
じ
く
本
利
…
…
」
と
い
う
内
容
の
出
挙
に

関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。

共
伴
し
た
遺
物
は
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
初
頭
ま
で
の
時
期
に
比

定
で
き
る
。
と
す
れ
ば
五
割
の
利
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貸
し
付
け
た
稲

と
そ
の
利
息
分
を
合
わ
せ
る
と
七
五
東
と
い
う
の
だ
か
ら
、
貸
し
付
け
た
稲
は

五
〇
東
で
、
そ
の
利
息
分
は
二
五
束
、
そ
の
合
計
が
七
五
東
と
な
り
、
計
算
上

も
合

っ
て
く
る
。

束
は
略
体
字
を
用
い
て
い
る
。
平
安
時
代
に
入
る
と
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、

奈
良
時
代
後
半
に
、
す
で
に
東
の
略
体
字
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

裏
面
に
は
八
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
解
読
で
き
な
い
文
字
が
多
い
。
束

は
偏
が
付
く
文
字
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
釈
読
は
、
京
都
大
学
の
鎌
田
元

一
、
富
山
大
学
の
本
郷
真
紹
の
両
氏
に

よ
る
。
釈
読
に
は
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
。

木
簡
は
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
朱
管
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

大
島
町
毅
育
委
員
会

『
北
高
木
遺
跡
Ａ
・
Ｂ
地
区
発
掘
調
査
報
告
』
全

九
九

二
年
）

（安
念
幹
倫
）
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木簡はV2 その他は1/4




